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家の典型である。また、所々の柱や壁など
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２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

　

 　

今
年
も
所
得
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し

た
。

　

 　

１
月
１
日
現
在
、
北
広
島
町
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
原
則
と
し
て
３
月
15
日
ま
で
に
町
民
税

（
住
民
税
）の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 　

あ
わ
せ
て
、
所
得
税
の
申
告
納
付
期
限
も

３
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 　

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、１
月
４
日
か
ら「
広

島
北
税
務
署
」（
安
佐
北
区
亀
山
２
丁
目
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
協
力
の
お
願
い

・ 

税
務
職
員
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年

の
よ
う
に
、
町
内
４
会
場
で
の
同
時
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

・ 

税
務
職
員
が
、
町
内
の
地
域
を
巡
回
い
た
し

ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
の
推
進
の
た
め
、

必
要
書
類
は
事
前
に
整
理
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

 

ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
一
部
の
地

区
を
除
き
地
区
の
指
定
な
し
）

　

 　

受
付
会
場
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
別
紙
で

ご
案
内
し
ま
す

　

・ 

申
告
期
間
中
、
町
内
地
域
の
会
場
を
巡
回

し
ま
す
。

　

・ 

地
域
、
地
区
に
関
係
な
く
、
税
務
職
員
が
巡

回
す
る
会
場
で
は
、
１
月
１
日
現
在
町
内
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
ど
こ
の
会
場
で
も
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

 　

原
則
と
し
て
受
付
地
区
の
指
定
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
、
そ
の
日
の
受

付
会
場
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

・ 

午
前
は
９
時
〜
11
時
、
午
後
は
１
時
〜
５
時

の
間
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

 

受
付
会
場
以
外
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
（
そ

の
日
の
申
告
は
そ
の
日
の
会
場
で
）

　

 　

地
区
会
場
で
受
付
す
る
際
、
地
域
・
地
区

を
問
わ
ず
、
ど
こ
の
会
場
で
も
申
告
が
可
能
と

す
る
こ
と
で
、
役
場
で
把
握
し
て
い
る
全
資
料

を
そ
の
日
の
会
場
へ
持
参
し
、
税
務
職
員
も
会

場
へ
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
受
付
会
場
以
外
で

は
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
収
支
内
訳
書
」
は
事
前
に
整
理
を

　

 　

農
業
・
事
業
等
の
「
収
支
内
訳
書
」
を
整

理
さ
れ
ず
に
会
場
に
来
ら
れ
ま
す
と
、
ご
自
分

の
受
付
時
間
は
も
と
よ
り
、
後
の
方
を
大
変
お

待
た
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、「
収
入
」

「
経
費
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
整
理

し
て
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

 　

事
前
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
付

順
番
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

　

・ 

年
間
の
収
入
が
一
か
所
の
勤
務
先
か
ら
の
給

料
だ
け
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

　

・ 

年
間
の
収
入
が
、
公
的
年
金
の
み
で
、
そ
の

年
の
所
得
税
額
が
確
定
し
て
い
る
人

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　

・ 

事
業
所
得
（
農
業
・
商
業
・
工
業
・
そ
の
他

事
業
な
ど
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

・ 

給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

人
（
給
与
と
年
金
、
年
金
・
給
与
と
農
業
、

給
与
と
不
動
産
な
ど
）

　

 　

 　

一
事
業
所
か
ら
の
給
与
以
外
の
所
得
が
、

20
万
円
を
超
え
る
と
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

　

・ 

保
険
満
期
の
一
時
所
得
が
あ
っ
た
、
土
地
建

物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
、
株

式
な
ど
の
配
当
が
あ
っ
た
、
立
木
伐
採
に
よ

る
所
得
が
あ
っ
た
な
ど
の
人

  始まります
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・ 

国
民
健
康
保
険
加
入
又
は
、
加
入
予
定
の
人

 　

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
人

・ 
年
内
に
中
途
退
職
さ
れ
た
、
ま
た
は
ア
ル
バ

イ
ト
・
パ
ー
ト
に
出
た
が
、
年
末
調
整
の
終

わ
っ
て
い
な
い
人

・
住
宅
取
得
の
借
入
金
が
あ
る
人

・ 

多
額
の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
て
い
る
人
（
源

泉
所
得
税
が
あ
る
、
住
民
税
課
税
対
象
で
あ

る
、
保
険
金
な
ど
の
補
て
ん
金
以
上
の
支
払

い
が
あ
る
場
合
）

 　

た
だ
し
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
、
必
要
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

 　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
加
入
予
定
者
は

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

国
民
健
康
保
険
料
に
あ
た
る
国
民
健
康
保

険
税
は
、
加
入
者
の
所
得
に
よ
っ
て
算
定
し
て

い
ま
す
。

　

 　

所
得
状
況
等
の
申
告
を
せ
ず
に
所
得
が
確

定
し
て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減
額
措
置
や
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
利
用
料
金
な
ど
の

減
額
措
置
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
方
は
ご
注
意
を

　

 　
「
遺
族
年
金
の
み
」・「
障
害
年
金
の
み
」・「
子

ど
も
か
ら
の
仕
送
り
の
み
」・「
住
民
票
は
お
い

て
い
る
が
、
職
場
に
は
町
外
の
住
所
を
届
け
て

い
る
」
な
ど

　

 　

こ
れ
ら
の
方
は
、
町
の
方
で
所
得
の
把
握
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
状
況
な

ど
を
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

　

 　

給
与
・
年
金
な
ど
の
「
源
泉
徴
収
票
」
や

保
険
料
な
ど
「
控
除
証
明
書
」
な
ど
の
必
要

書
類
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・ 

印
鑑
（
預
金
通
帳
届
出
印
）、
申
告
者
名
義

の
預
金
通
帳
（
所
得
税
の
納
付
、
還
付
時
に

必
要
で
す
）

　

・ 

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
の
あ
る
人
は

そ
の
書
類

　

・ 

給
与
、賃
金
・
報
酬
な
ど
の
源
泉
徴
収
票（
な

い
場
合
は
支
払
い
明
細
書
）

　

・ 

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

　

・ 

事
業
（
農
業
も
含
む
）「
収
支
内
訳
書
」（
収

入
・
経
費
の
わ
か
る
も
の
）

　

・ 

農
業
用
機
械
・
車
両
な
ど
を
購
入
し
た
場

合
は
、「
販
売
証
明
書
」

　

・ 

土
地
建
物
等
売
買
契
約
書
の
写
し
（
譲
渡

所
得
が
あ
る
場
合
）公
共
収
用
の
場
合
は「
収

用
証
明
」

　

・ 

個
人
年
金
、
保
険
満
期
な
ど
の
支
払
証
明
書

　

・
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書

　

・ 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
は
必
須
）

の
支
払
証
明

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

　

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
一
年
間
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
の
補

て
ん
金
明
細
書
（
医
療
費
の
領
収
書
は
、
ま

ず
平
成
17
年
中
の
支
払
い
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
該
当
者
ご
と
に
区
分
し
、
さ
ら
に
、

医
療
機
関
、
薬
局
な
ど
に
区
分
し
た
も
の
を

集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

・ 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、「
登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
請

負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
宅
取
得
資

金
に
係
る
融
資
証
明
書
及
び
金
融
機
関
の

発
行
す
る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。

平
成
17
年
分
で
主
に
改
正
さ
れ
て
い
る
事
項

　

■
年
金
課
税
の
改
正

　

 　

65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
な
ど
か
ら
控

除
す
る
額
と
、
該
当
す
る
年
金
収
入
額
が
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
記
表
の
と
お
り
）

　

■
老
年
者
控
除
の
廃
止

　

 　

老
年
者
控
除
50
万
円
が
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
証
明
書
が
必
要

　

 　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
際
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

■ 

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
は
重
複

し
て
控
除
で
き
ま
せ
ん

　

 　

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
者
控
除
の
対

象
（
所
得
38
万
円
以
下
）
と
な
ら
な
い
場
合
で
、

か
つ
所
得
76
万
円
未
満
の
配
偶
者
に
限
り
適

用
と
な
り
ま
す
。

　
（
平
成
16
年
分
か
ら
、
既
に
改
正
済
み
）

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e

―
T
a
x

）

　

h
ttp
://w
w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp
/

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
税
務
課
所
得
係　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

　

広
島
北
税
務
署

　
　
　

安
佐
北
区
亀
山
２
丁
目
25
‐
10

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
２
１
１
１

平成16年分まで

年齢
区分

公的年金等の
収入金額の合計額

割合 控　除　額

65
歳
以
上

2,599,999円まで ―
1,400,000円

（年金等収入額の
合計額を限度）

2,600,000円～
4,599,999円まで

75％ 750,000円

4,600,000円～
8,199,999円まで

85％ 1,210,000円

8,200,000円以上 95％ 2,030,000円

（例１）　年金収入　1,600,000円の人
　　　  1,600,000円－1,400,000円＝200,000円…年金所得（雑所得）
（例２）　年金収入　3,500,000円の人
　　　  3,500,000円×0.75－750,000円＝1,875,000円…年金所得（雑所得）

平成17年分から

年齢
区分

公的年金等の
収入金額の合計額

割合 控　除　額

65
歳
以
上

3,299,999円まで ―
1,200,000円

（年金等収入額の
合計額を限度）

3,300,000円～
4,099,999円まで

75％ 375,000円

4,100,000円～
7,699,999円まで

85％ 785,000円

7,700,000円以上 95％ 1,555,000円

（例１）　年金収入　1,600,000円の人
　　  　1,600,000円－1,200,000円＝400,000円…年金所得（雑所得）
（例２）　年金収入　3,500,000円の人
　　　  3,500,000円×0.75－375,000円＝2,250,000円…年金所得（雑所得）

所得の申告が   

↓ ↓
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人事行政の運営等の状況のお知らせ
　町では、人事行政の公平性と透明性を高めるために、「北広島町人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例」を定めました。これに基づき次のとおり概要をお知らせします。詳細については、町のホームペー

ジなどでご覧いただけます。

職員の任免や職員数に関する状況

■職員の採用状況並びに退職状況（平成16年４月１日～ 17年３月31日）

　 　平成16年度は、採用はありませんでした。退職については、勧奨退職が17名、普通退職が３名、

死亡退職が２名の計22名でした。

■部門別職員数の状況（平成17年４月１日現在）

部門 一般行政部門 特別行政部門 公営企業等会計部門
合計

区分 議会 総務 税務 民生 衛生 農林水産 商工 土木 小計 教育 消防 小計 病院 水道 下水道 その他 小計

職員数 3 63 19 82 38 45 4 25 279 35 46 81 38 7 11 6 62 422

（単位：人）

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除い
ています。

■一般行政職の級別職員数の状況（平成17年４月１日現在）

区　　　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 計

標準的な
職務内容 主　　事 主　　事 主任主事 主　　任 係　　長

主　　任

課　　長
主　　幹
課長補佐

課　　長
主　　幹

職　員　数 3人 20人 61人 39人 80人 32人 26人 261人

構　成　比 1.1％ 7.7％ 23.3％ 14.9％ 30.7％ 12.3％ 10.0％ 100％

職員の給与の状況

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数　A
給　　　　　与　　　　　費 １人当たり給与費

（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

17年度 426人 1,796,719千円 353,253千円 722,932千円 2,872,904千円 6,744千円

（注）職員手当には退職手当を含みません。

　

平
成
17
年
度
北
広
島
町
一
般
会
計
補

正
予
算
案
（
第
４
・
５
号
）
各
特
別
会

計
補
正
予
算
案
（
第
１
号
又
は
第
２
号
）

が
、
12
月
13
日
北
広
島
町
議
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

○
町
道
等
除
雪
委
託
料

５
８
，
０
０
０
千
円

○
救
急
病
院
運
営
費
補
助
金

１
４
，
１
０
８
千
円

●
一
般
職
給
与
費
等
減
額

△
３
９
，
８
５
２
千
円

補
正
予
算

補正額 補正後の予算額

一般会計 △80,000 16,480,000

国民健康保険特別会計 79,043 2,325,700

住宅新築資金等貸付事業特別会計 △1,137 13,550

下水道事業特別会計 5,000 945,000

農業集落排水事業特別会計 10,609 417,300

介護保険特別会計 14 2,267,700

簡易水道事業特別会計 3,474 718,400

直診雄鹿原診療所特別会計 △560 175,800

直診八幡診療所特別会計 449 34,800

直診芸北歯科診療所特別会計 △189 41,000

電気事業特別会計 0（組替） 47,001

住宅団地等開発特別会計 5,999 12,623

補正後の予算 （単位：千円）
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第
２
回
北
広
島
町

第
２
回
北
広
島
町

行
政
改
革
審
議
会

行
政
改
革
審
議
会

開
催
開
催

　

１
月
12
日
に
第
２
回
北
広
島
町
行
政
改

革
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
審
議
会
で

協
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
北
広
島
町
の
行
政
改
革
の
背
景
（
素

　

案
）
に
つ
い
て

２ 

行
政
改
革
大
綱
の
計
画
期
間
（
素
案
）

に
つ
い
て

３
官
民
の
役
割
分
担
の
明
確
化
（
素
案
）

　

に
つ
い
て

　

①
民
間
委
託
の
推
進
に
つ
い
て

　

②
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

③ 

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
つ
い
て

　

ま
た
、
協
議
事
項
の
他
に
次
の
項
目

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

１
財
政
推
計
資
料
に
つ
い
て

　

第
３
回
審
議
会
は
２
月
初
旬
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
協
議
を
予
定
し

て
い
る
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

行
政
改
革
審
議
会
は
、
原
則
と
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
議
会
の

会
議
記
録
な
ど
に
つ
い
て
は
、
北
広
島

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

広
報
紙
で
随
時
お
知
ら
せ
を
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成17年４月１日現在）

区　分
一　　般　　行　　政　　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

北広島町 350,900円 499,500円 43.0歳 322,600円 361,100円 49.4歳

国 327,600円 40.2歳 283,400円 47.9歳

（注） 「平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢」とは、職種ごとの職員に係る給料月額の総額、給与月額の総額及び年齢の総和をそ

れぞれ当該職員数で除して得た額及び年齢であり、必ずしも、平均年齢に該当する職員が受ける給料月額又は給与月額の平均が

平均給料月額又は平均給与月額と一致するものではありません。

■職員の初任給の状況（平成17年４月１日現在）

区　　　分 北広島町 国

一般行政職
大学卒 160,200円 170,700円

高校卒 138,800円 138,800円

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成17年４月１日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 269,300円 319,500円 382,300円

高校卒 221,100円 277,600円 343,100円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。

■職員手当の状況

区　分 北広島町 国

期末手当

勤勉手当

【17年度支給割合】

同

期末手当 勤勉手当

6月期 1.4月分 0.7月分

（0.75）月分（0.35）月分

12月期 1.6月分 0.75月分

（0.85）月分 （0.4）月分

計　 3.0月分 1.45月分

（1.6）月分（0.75）月分

職制上の段階、職務の級等による加算
措置あり

退職手当

【支給率】 自己都合 勧奨・定年

同

勤続20年 21.0月分 27.3月分

勤続25年 33.75月分 42.12月分

勤続35年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

■特別職の報酬等の状況

区　　　　　分 給料月額等

給　　料

町　長 730,000円

助　役 602,000円

収入役 571,000円

報　　酬

議　長 293,000円

副議長 246,000円

議　員 221,000円

期末手当

町　長
助　役
収入役

（17年度支給割合）
　6月期　1.6月分
 12月期　1.75月分
 　 計　　3.35月分

議　長
副議長
議　員

（17年度支給割合）
　6月期　1.6月分
 12月期　1.75月分
 　 計　　3.35月分
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４．飲酒　
○適正な飲酒量で楽しむ

　 （ビールなら500ml、日本酒なら１合、ワイ

ンならグラス２杯）

５．喫煙　

○ ガンや肺疾患などの危険を高めるだけでな

く、周囲の人にも健康被害を与えます。喫煙

が健康に及ぼす害について認識し、禁煙に取

り組みましょう

　糖尿病・高血圧・動脈硬化・高脂血症・心臓病・脳卒中・痛風・ガンなどは「成人病」と呼ばれてい

ましたが、生活様式の変化により必ずしも成人がかかるとは限らなくなってきました。さらにこれらの

病気には食生活・運動・喫煙・飲酒・休養・ストレスなどの生活習慣が深く関係していることがわかり、

「生活習慣病」といわれるようになりました。日本人の死亡原因の１位はガン、２位が心疾患、３位が脳

血管疾患と全死亡数の60％をこの生活習慣病が占めています。

生活習慣病の予防には・・・
　まず、自分の身近な健康状態に関心を持ち、病気や健康に対する知識を深めることです。そして、毎

日の生活習慣をもう一度見直し、健康的な生活習慣を維持し、毎日、楽しくいきいきと暮らすことです。

生活習慣病を予防・改善しましょう生活習慣病を予防・改善しましょう
～２月１日から７日までは生活習慣病予防週間です～

健康づくり・健康診断についての

お問い合わせは…

北広島町役場保健課保健係　　℡ （0826）72-0853

芸北ホリスティックセンター　℡（0826）35-0230

大朝保健センター　　　　　　℡（0826）82-2211

豊平保健福祉総合センター      ℡（0826）84-1501

１．食生活　
○１日３食規則正しく食事をする

○意識して野菜（350ｇ）をとる　

○油脂や肉類などの動物性脂肪をとりすぎない

○塩分は控えめに　

○乳製品・大豆製品・緑黄色野菜をとる

２．運動　

○家事など日常生活の中で体を動かす

○意識してたくさん歩く（１日１万歩）

○１日20分、週２回以上の運動を習慣化する

３．休養　

○睡眠時間を十分にとる

○ゆっくり入浴して心身の疲れをとる

○ スポーツやレジャーなど積極的休養でリフ

レッシュをする
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教育委員会だより

子どもの登下校中の安全確保にご協力を子どもの登下校中の安全確保にご協力を
　11月22日広島市安芸区において、小学校１年生の児童

が下校中に殺害されるという痛ましい事件が発生しまし

た。二度とこうしたことが繰り返されることのないよう、

学校・家庭・地域・行政が一体となった一層の取組みを

お願いするため、県知事、県教育長、警察本部長が連名

で緊急アピールを発信し、皆さん一人ひとりの取組みへ

の参加を呼びかけています。

　北広島町でも、幼稚園・学校、保護者、地域、警察、行政、

関係団体が一体となった子どもを犯罪被害から守る一層

の取組みをしていきます。ご協力をお願いします。

【学校の取組み】

１  通学路の安全点検と要注意箇所の周知徹底（地域安

全マップの作成など）

２  登下校時の幼児児童生徒の安全管理の徹底

　⇒ 集団登下校、保護者連携による登下校指導、学校へ

の刺
さすまた

股（防犯具）の設置・防犯ブザー配布など

「ピー」という音が聞こえてきたら、駆けつけてください。

３  幼児児童生徒に危険予測・回避能力を身につけさせる

ための安全教育の推進

　⇒不審者対応などの安全指導・訓練の定期的実施など

４ 不審者などに関する情報の迅速な収集と発信

５ 警察・青少年育成協議会などとの連携

　⇒ 登・下校時のパトロール、不審者情報提供の協力依

頼

地域の学校・教育委員会（℡72－0863）に連絡してく

ださい。

　「夢いっぱい　ふるさと　壬生小」を教育目標

とする壬生小学校の児童数は、12月10日現在128

名です。

　壬生小学校の伝統である「子ども田楽」と「金

管バンド」には、保護者や地域の方々の協力を得なが

ら取り組んでいます。今年度も、発表する機会をたくさんいた

だきました。１月28日に厚生年金会館で行われる「ひろしま小

学生バンドフェスティバル」は、６年生にとって、小学校最後

の発表となります。発表日が近くなり、練習にも熱が入ってい

ます。

　さて、６年生が中心となって進めている児童会活動に話を

移します。これまで、日々の取組みの他に、「新入生歓迎遠足」「ク

リーン活動」「あいさつ運動」などの行事的な活動にも取組ん

できました。１１月には、「秋まつり」を企画運営しました。こ

の「秋まつり」には、各学年・学級と各委員会が、それぞれ

に工夫した「お店やさん」を出します。お客さんに楽しんでも

らえる「お店やさん」に、今年は、壬生保育所の年長組さん

を招待しました。案内役は、１年生。少し照れながら、そして、

緊張しながらの案内役でしたが、なかなか好評でした。

南小学校の「遊ぶ！」　　　
　　　「食べる！」「読む！」
北広島町立豊平南小学校

　全校児童75名は、遊ぶことが大好き。

学校へ来たらすぐ運動場に駆け出して

いきます。雪なら大喜び、少々の雨でも、

わずかな時間でも、学年の枠をこえて元気

に遊びます。たくましい体と心を育てています。

　「総合的な学習の時間」に米作り・そば作り・菊

作りを行い、地域の方々の働く姿に触れ、労働の

すばらしさ・豊平の自然の恩恵、生命の尊さを実

感しています。学習発表会では、3・4年生がそば

学習について発表しました。その中で、児童の詩

から生まれた「そばのうた」を合唱し、披露しました。

　始業前の朝の読書に加え、全校で５千冊読破を

目標に全校読書・家庭読書の取組みを進め、豊か

なことばと心を育てています。保護者を中心とす

る「おむすびころりんの会」の読み聞かせにより、

児童の読書意欲が更に高まっています！

伝統と創造と
北広島町立壬生小学校

学

校 紹

介

学

校 紹

介

「地域丸ごと　子ども見守り」緊急アピール

【町民の皆様へのお願い】＜「地域丸ごと　子ども見守り」緊急アピール、広島県警広報紙より＞

地域の子どもは地域で守りましょう
◇ 地域活動グループで防犯パトロールや日常のあいさつ・声かけ運動を行うほか、子どもを守るために登下校時に合わせて散

歩や買い物をするなど、一人一人ができることから取組んでいきましょう。

◇ 地域で見かけない人物を見たら勇気を出して一声かけてみましょう。あいさつをするだけでも効果的です。（この一言で、

多くの犯罪者が退散）
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楽しく育児をしていますか？楽しく育児をしていますか？
地域子育て支援センター紹介

　北広島町には、親子の友達づくりや地域の子育て家庭に対する育児支援など、活発な活動を展

開している子育て支援センターが４か所あります。今月号からシリーズで、各地域の子育て支援

センターの活動を紹介します。初回は、「芸北子育て支援センター」です。

芸北子育て支援センター　芸北子育て支援センター　～子育てをする家庭を支援します～

子育てって楽しいこと、う

れしいことばかり？つらい

こともあるよね。

　育児書に書いてあると

おりに育ってないから心

配？

　いいえ。子どもはひとり

ひとり違うから、ひとつの

正解は探せない。だから、

しょっちゅう迷ったり悩ん

だりするんだよね。

子育てよくがんばっているよ。お母さ

ん!!

　子育てが時々つらいなぁと感じてい

るお母さん。

　そんな風に感じているのは「あなた」

だけではありません。みんな悩んだり、

迷ったりしています。

　子育てはとまどいの連続。失敗も

あって当たり前。

　毎日子育てをしていることは、それ

だけですごいこと。自信を持とう！

ひとりで子育て？

　子育てはとてもエネル

ギーのいる仕事。

　子育ては休みなく続い

て、いくらがんばっても周

りからは「母親だから当た

り前」。そういう時、ひと

りぼっちと感じたり、誰に

もわかってもらえないと感

じたり…。子育てがつらく

なります。

育児って24時間休みなしだよね。だから、み～んなで子育てしようよ！

　いまの時代、母親ひとりで子育てを背負うのはとても大変です。子ど

もがそうであるように、楽しく毎日暮らすには、お母さんにも助けが必

要です。

　お父さんはもちろん、おじいさん、おばあさん、家族みんなで子育てを！

　地域の人みんなで、あなたの子育てを応援していますよ！

↓

　子育て支援センターは、ママたちにとっては孤独から解放され、子育てに関する様々な情報を

得ることができる場です。また、子どもにとっては遊びを通して人との関わりを学ぶ場です。

■園開放

　保育所（さつきヶ丘保育所、芸

北つくし保育園、美雲保育所）や

幼稚園（八幡幼稚園、芸北幼稚園）

を開放しています。（10:00～11:30）

■育児相談（芸北つくし保育園）

　毎週火・木・金曜日8:30～17:00

まで行っています。秘密は厳守し

ますので、お気軽にご相談くださ

い。電話でも大丈夫です。

■ママ友クラブ

（芸北ホリスティックセンター）

　「遊べるスペース」「くつろげる

スペース」「学びあうスペース」と

してのサークル活動「ママ友クラブ」

です。毎月第２・４金曜日10時から

芸北ホリスティックセンターで活動

しています。

■わくわくクラブ

（芸北B＆G海洋センター）

　体育館の遊具を使って遊んだり、

外の広場で遊んだりして親子の交

流を図ります。年４回の活動です。

（10:00～11:30）

■ふれあい相談（芸北つくし保育園）

　毎月第１火曜日の芸北つくし保

育園での園開放にあわせて、芸北

ホリスティックセンターの栄養士又

は保健師と一緒に身長体重測定や

栄養相談・育児相談をします。

（10:00～11:30）

■ 他にも「子育てビデオの無料レ

ンタル」「乳児相談」「１歳半・３

歳児健診」「育児用品リサイクル」

などの支援を行っています。

平成17年度の活動紹介平成17年度の活動紹介

子育てに関して不安に思って

いることや悩み、お問い合わせ

はお気軽に電話してください。

芸北子育て支援センター

℡０８２６－３５－０８８２

℡０８２６－３５－０８９５

↓ ↓
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島町消費生活相談室へご相談ください。

　　　場　　所　　北広島町人権センター（北広島町有田４９５－１）

　　　相 談 日　　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　受付時間　　10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は休み）

　　　相談室専用電話　　℡０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター（℡０８２－２２３－６１１１）まで。

どうしよう？こんな時どうしよう？こんな時  困った時は消費生活相談へ困った時は消費生活相談へ

≪相談内容≫

　「デジタル放送接続料金請求書」と書かれた封

書が届いた。その中には、地上アナログ放送から

地上デジタル放送へ移行されるため、ＵＨＦアン

テナ受信端末切り替え工事が始まるので、その工

事代金の一部を日本に居住する全ての方に負担し

てもらうと説明があった。工事内容として、「地

上デジタル放送に関わるＵＨＦアンテナ受信端末

切り替え工事」と書いてあり、その工事費用とし

て29,800円を指定の口座に振り込むよう指示が

ある。封書には赤字で「重要」との表示もあった。

不正な請求ではないだろうか。

　（60歳代　男性　無職）

≪アドバイス≫

　現在利用されている地上アナログテレビ放送

は、2011年７月24日に放送終了となる予定です。

そのため現在、地上アナログテレビ放送から地上

デジタルテレビ放送への移行作業が始まっている

のは事実です。しかし、全国民に工事費用を負担

させるということは、決してありません。ですから、

今回のケースは、地上デジタルテレビ放送移行に

便乗しての新手の「架空請求」と思われます。工

事費を振り込む必要はありません。

　利用した覚えがない架空の、民法指定消費料金、

債権などを請求する文書が、電子メール、はがき、

封書、電報で届いたが不安である、どうしたらよ

いかという相談が、全国の消費生活センターへ寄

せられています。

　相談件数は、行政機関などが連携してトラブル

防止に努めたこともあり減少しましたが、現在も

全国の消費生活センターへは毎月２～３万件もの

相談が寄せられています。

　数年前から、このような悪質な手口は繰り返さ

れており、再発防止策の網の目をくぐって、新た

な手口が次々に出てきています。例えば、これま

で請求書には送金先として銀行口座名が明記され

ていましたが、金融機関の対処が厳しくなると、

今度は現金書留での送金、電話で送金先を知らせ

るなどの方法が考え出されました。

　また架空請求の内容もどんどん変化しており、

最近では、実在する公的機関によく似た名称の使

用、支払督促やデジタル放送などの広く周知して

いない制度を悪用したものなどが発生しています。

　請求された内容について不明な点があったり、

不安を持った場合には、相手に連絡・料金を支払

う前に、まず消費生活相談室にご相談ください。

地上デジタルテレビ放送への移行に便乗した
架空請求にご注意！
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

北
広
島
町
新
規
就
農
者
研
修
施
設

　

こ
の
施
設
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
を
目
的
に
、
北
広
島
町
阿
坂
若
林
（
旧
豊

平
町
）
に
平
成
11
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
ま
で
８
名
の
青
年
が
研
修
を
終
え
、
農

業
経
営
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
３
名
が

研
修
中
で
、
来
春
２
名
が
研
修
を
終
え
、
認

定
農
業
者
を
め
ざ
し
て
就
農
さ
れ
ま
す
。
定

員
は
２
名
、
研
修
期
間
は
原
則
２
年
間
と
し

て
、
そ
の
間
生
産
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
の
実

践
的
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

就
農
に
当
た
っ
て
は
、
初
期
投
資
の
資
金

調
達
・
農
地
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
行
政
、
Ｊ

Ａ
、
農
業
委
員
会
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
具

体
的
な
経
営
計
画
を
た
て
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
本
町
農
業
振
興
の
柱
と
な
り
、

担
い
手
づ
く
り
の
核
と
し
て
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

農
業
委
員
会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
豊
平
支
所
産
業
建
設
課

℡
０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

　

農
業
委
員
（
栩
田
資
）

農
業
者
年
金
・
農
家
相
談
会
開
催

　

農
業
委
員
会
は
、
10
月
25
日
、
26
日
の
両

日
、
本
庁
及
び
各
支
所
の
４
会
場
で
、
Ｊ
Ａ
、

広
島
県
農
業
会
議
と
共
催
で
農
業
者
年
金
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
11
月
29
日
、
30
日

に
は
農
家
相
談
会
を
同
じ
く
４
会
場
で
開
催

し
、
述
べ
16
名
の
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
農
業

者
年
金
、
農
業
経
営
、
農
地
の
貸
借
、
農
地

の
売
買
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
毎
年
実
施
す
る
予
定
で
す

が
、
相
談
会
以
外
に
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
７

11月21日　第４回総会

○ 農地の所有権移転に関する

承認（農地法第３条関係）

　５件　面積13,782㎡

○ 農地の転用に関する承認（農

地法第４条関係）

　２件　面積145㎡

○ 農地の売買と転用に関する

承認（農地法第５条関係）

　３件　面積1,577㎡

○ 非農地証明に関する現地調

査員選任

　芸北地域選出の農業委員　

　３名を選出

○農業用施設転用届

　４件　面積432㎡

○農地の改良届

　２件　面積6,355㎡

　総会に引き続き、農政懇談

会では竹下町長を囲んで意見

交換会を開いた。

農業委員会会議録

消防本部だより消防本部だより
　

近
年
、
全
国
で
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問

販
売
・
点
検
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

巧
妙
な
手
口
で
契
約
書
な
ど
に
サ
イ
ン

さ
せ
、
高
額
な
請
求
を
す
る
も
の
で
す
。
近

隣
の
市
町
に
お
い
て
も
多
数
の
被
害
報
告

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の

大
半
が
、
や
む
を
得
ず
支
払
い
に
応
じ
て

い
ま
す
。
実
際
の
被
害
を
も
と
に
注
意
点

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、「
ど
こ
か
お
か
し

い
」
と
思
っ
た
ら
契
約
書
な
ど
に
サ
イ
ン
を

す
る
前
に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
の
ご
家
庭
で
は

● 

消
防
の
関
係
者
を
名
乗
っ
て
販
売
す
る
。

● 

ア
パ
ー
ト
な
ど
入
居
日
を
聞
き
、
新
入

居
者
が
狙
わ
れ
や
す
い
。

● 

ニ
セ
の
「
回
覧
板
」
で
署
名
押
印
を
求

め
ら
れ
る
。

消
火
器
の
訪
問
販
売
・
点
検
に
ご
注
意
を

● 

一
般
家
庭
に
設
置
義
務
は
な
い
の
に
、
消

防
法
で
置
か
な
い
と
い
け
な
い
と
販
売

す
る
。

● 

地
域
の
消
防
訓
練
で
必
要
と
言
っ
て
販

売
す
る
。

● 

支
払
い
を
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
逃
走
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

事
業
所
で
は

● 

事
前
に
電
話
連
絡
が
あ
る
。
い
つ
も
の

業
者
か
確
認
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

い
つ
も
と
違
う
業
者
が
、
受
付
を
通
さ

ず
勝
手
に
点
検
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

● 
い
き
な
り
サ
イ
ン
を
求
め
る
。

● 

作
業
車
の
他
県
ナ
ン
バ
ー
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

※ 

特
に
近
年
一
般
住
宅
・
寺
院
・
工
場
が
狙

わ
れ
て
い
ま
す
。

　八重東土曜クラブ年末子ど

も夜警が12月28日に行われま

した。参加した子ども達28名

は、千代田の新地商店街を元

気よく、火の用心を呼びかけ

ながら歩きました。寒さが厳

しくなりますが、火の取り扱い

には十分気を付けましょう。

「火の用心！」を呼びかけ

平成17年火災・救急発生状況

地　域 火　災 救　急

芸　 北 3件 186件

大　 朝 5件 184件

千 代 田 10件 474件

豊　 平 5件 220件

高 速 道 1件 15件

合　計 24件 1,079件

きたひろしま 2006. ２　　10
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まちの話題野生生物保護で全国表彰
豊平東小学校

　豊平東小学校の３・４年生が、12月５日、東京

で開催された全国野生生物保護実績発表大会で

日本鳥類保護連盟会長賞を受賞しました。

　地元自治会、地域の野生生物保護団体（三ちゃ

んＳ村）や広島市安佐動物公園などの協力を得て、

「オオサンショウウオ」「モリアオガエル」の生態

について学んだこと、自然保護のために「ごみ拾

い」や「看板作り」をしたり、地域の方に啓発の

活動をしたりしたことなどを発表しました。

　表彰を受けたこと、大勢の前で堂々と発表でき

たことは、子どもたちの大きな自信になりました。

ちょっと早い年越しそば
ゆりかご荘で新そばを振る舞う

　阿坂の特別養護老人ホーム「ゆりかご荘」で12

月７日「そばまつり」と題して入居者たちが新そ

ばなどを食べました。

　当日は豊平手打ちそば保存会員３名がそばを打

ち、高齢者が食べやすいように柔らかめに調理し、

約120人分食べていただきました。

　この企画は約18年前から毎年12月に、ゆりかご荘

が入居者に地元の特産の新そばをと企画されたもの

で、そば保存会の協力のもとで毎年行われています。

千代田弓道クラブ員活躍
ねんりんピックふくおか2005

　11月12～15日福岡県で行われた「ねんりんピック

ふくおか」の弓道種目に千代田弓道クラブの方が参加

され、参加64チーム中21位の成績をおさめられました。

　千代田弓道クラブは、週２回（水曜日：19時～21時

半、木曜日：13時半～16時）千代田運動公園弓道場

で練習しています。興味のある方は、大月安夫さん（０

９０－５６９４－６１１８）までお問い合わせください。

農事組合法人ファーム川東農村振興局長賞受賞
平成17年度土地改良事業地区営農推進優良事例表彰
　農林水産省と全国土地改良事業団体連合会が、国

営の土地改良事業を実施した地区の中で積極的に生

産販売対策などに取組んでいる優良事例について表

彰する制度で、今年度は全国で７集団が対象になり、

その一つに選定されました。

　農事組合法人ファーム川東は、平成８年度の国営ほ

場整備事業完了を契機に大型機械を導入し、平成15

年には集落内全農家の出資により法人を設立。集積し

た農地を団地化して水稲・小麦等を栽培し、労働時間、

生産コストの低減を実現。また、住みやすい地域づく

りを進めるため福祉活動などにも取り組んでいます。

　畑田實代表理事は、「『がんばりま賞』をいただい
たと思う。今後とも地

域の和を大事にし、役

割分担をしながら集落

総力型で活動を進めた

い。」と抱負を語られま

した。

きたひろしま 2006. ２　　12



情
報
情
報

くらしのくらしの
広
島
県
の
最
低
賃
金

企　

画　

課

〔
広
島
県
の
産
業
別
最
低
賃
金
〕

　

左
記
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働

く
労
働
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
産
業
別

最
低
賃
金
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

①
18
歳
未
満
又
は
65
歳
以
上
の
者
、
②
雇

入
れ
後
６
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
技
能

習
得
中
の
も
の
、
③
主
と
し
て
清
掃
又
は

片
付
け
の
業
務
に
従
事
す
る
者
、
④
左
記

の
産
業
に
お
い
て
「
特
定
の
軽
易
業
務
」

に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
に
は
、「
広
島

県
最
低
賃
金
（
時
間
額
６
４
９
円
）」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
４

　

広
島
北
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

℡
０
８
２
‐
８
１
２
‐
２
１
１
５

産業別最低賃金
最低賃金額（円）

発効日
時間額 引上額

製鉄業、鋼材、
銑鉄鋳物、可鍛
鋳鉄製造業、そ
の他の鉄鋼業

７７７ ５
平成17年
12月17日

建設用・建築用
金属製品、その
他金属製品製造
業

７５５ ３
平成17年
12月31日

一般機械器具製
造業

７５８ ５
平成17年
12月17日

電気機械器具、
情報通信機械器
具、電子部品・
デバイス製造業

７１５ ５
平成17年
12月17日

自動車・同附属
品製造業

７４３ ４
平成17年
12月31日

船舶製造・修理
業、舶用機関製
造業

７８０ ４
平成17年
12月17日

各種商品小売業 ７３４ ３
平成17年
12月31日

自動車小売業 ７４１ ４
平成17年
12月31日

白銀の中での出初式
平成18年北広島町消防出初式

　１月８日時折雪がちらつく中、真新しい消防服

に身を包んだ消防団員は、合併後初めての出初式

に臨みました。表彰や団長訓示などの後、分列行

進に続き、一斉放水が行われました。

【消防庁長官定例表彰】

　豊　平　本部付分団長　西崎良介

【日本消防協会長定例表彰（精績章）】

　豊　平　第７分団　分団長　小田芳之

【平成17年度広島県知事表彰】

　千代田　本部　分団長　山田学

合併後初の成人式
平成18年北広島町成人式

　北広島町で初めての成人式が１月８日開催され

ました。該当者259名の内、約170名が出席し、厳

粛な雰囲気の中式典は行われました。

　続いて、新成人５名が20歳のメッセージを発表

しました。５名はそれぞれ、「将来は母のような

介護士になりたい」「立派な大工の棟梁をめざす」

「町議選へ行き、地域の将来を考える」「子どもの

心の分かる保育士になりたい」「行政は住民の町

づくりの補佐をして欲しい」など熱い思いを語り

ました。
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日
時　

２
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

千
代
田
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

２
階
大
会
議
室（
町
役
場
前
の
施
設
）

　

当
日
は
、
可
部
職
業
安
定
所
と
社
団
法

人
広
島
県
雇
用
開
発
協
会
の
職
員
が
求
人

紹
介
や
求
人
相
談
と
あ
わ
せ
、
高
齢
期
に

お
け
る
就
職
、
年
金
、
健
康
保
険
な
ど
に

つ
い
て
個
別
で
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
最
新
の
求
人
情
報
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
求
人
企
業
に

照
会
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

巡
回
職
業
相
談
所
開
設

企　

画　

課

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
が
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
被
害

を
う
け
た
場
合
で
も
国
民
健
康
保
険
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
治
療
費
は
本
来
加

害
者
が
自
賠
責
保
険
等
に
よ
り
支
払
う
べ

き
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
国
民
健
康
保
険

は
治
療
費
を
一
時
立
て
替
え
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
後
か
ら
加
害
者
に
治
療
費
を
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
出
を

町　

民　

課

　

こ
の
事
業
は
、
広
島
県
が
指
定
す
る
医

療
機
関
に
お
い
て
、
平
成
16
年
４
月
１
日

以
降
に
開
始
し
た
、
戸
籍
上
の
夫
婦
間
の

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
の
治
療
に
要
し

た
費
用
に
対
し
て
、
１
年
度
当
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
て
、
通
算
２
年
間
助
成
す

る
も
の
で
す
。

　

申
請
は
、治
療
終
了
後
２
か
月
以
内
に
、

芸
北
地
域
保
健
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
か
月
が
経
過
し
た
後
の
申
請
に
つ
い
て

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

助
成
に
当
た
っ
て
は
、
所
得
制
限
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

芸
北
地
域
保
健
所

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

保　

健　

課

　

広
島
県
で
は
、
不
妊
に
関
す
る
様
々
な

悩
み
の
相
談
や
情
報
提
供
を
行
う
た
め
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
広
島

大
学
病
院
内（
広
島
市
南
区
霞
１
‐
２
‐
３
）

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

保　

健　

課

　

老
人
保
健
の
人
が
入
院
し
た
場
合
、
１

日
あ
た
り
７
８
０
円
の
食
事
代
を
負
担
し

て
い
ま
す
が
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
申
請
す
る
と
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入

院
し
た
と
き
に
支
払
う
自
己
負
担
額
は
低

入
院
時
の
食
事
代
減
額
に
つ
い
て

町　

民　

課

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
警

察
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保

険
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に
は
必
ず
国
民

健
康
保
険
の
担
当
窓
口
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
な
ど

　

 （
用
紙
は
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民

生
活
課
に
あ
り
ま
す
）

・「
交
通
事
故
証
明
書
」（
警
察
か
ら
発
行

さ
れ
た
も
の
）

・
印
か
ん

示
談
は
慎
重
に

　

国
民
健
康
保
険
に
届
出
る
前
に
示
談
に

す
る
と
、
そ
の
取
り
決
め
が
優
先
し
加
害

者
に
治
療
費
を
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
さ
れ
る
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

所
得
の
額
に
な
り
（
表
１
）、
入
院
時
の

食
事
代
も
減
額
（
表
２
）
さ
れ
ま
す
。（
た

だ
し
、
２
つ
以
上
の
病
院
へ
入
院
し
た
場

合
は
別
々
に
計
算
。）

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
国
保
年
金

係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
老
人
医
療
受
給
者
証

・
印
か
ん　
　

・
健
康
保
険
証

・
領
収
書
な
ど
の
入
院
日
数
を
確
認
で
き

る
も
の
（
90
日
を
超
え
る
入
院
の
み
）

入院時の食事代
所得区分 標準負担額

低所得Ⅱ

90日までの入院
　（申請月１日から適用）

６５０円

90日を越える入院
　（申請月の翌月１日から適用）

５００円

低所得Ⅰ ３００円

（表２）

自己負担限度額
所得区分 世帯限度額
低所得Ⅱ ２４，６００円
低所得Ⅰ １５，０００円

（表１）
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く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

　

千
代
田
地
域
の
公
共
下
水
道
の
受
益
者

負
担
金
及
び
分
担
金
の
第
四
期
分
の
納
期

限
は
、平
成
18
年
２
月
28
日
（
火
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
期
限
ま
で
に
納
付

が
で
き
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
納
付
書

が
使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
上
下
水
道
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
下
水
道
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
１

下
水
道
負
担
金
・
分
担
金
納
付

上
下
水
道
課

人　口　21,412人（＋２）

　男　　10,240人（－４）

　女　　11,172人（＋６）

世帯数　8,247世帯（±０）

（12月末日現在）

納期限　１月31日（火）

　●町県民税 第４期

　●国民健康保険税 第８期

納期限　２月28日（火）

　●国民健康保険税 第９期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

前月比

じぶんから　
　えがおをあげよう　だれにでも
きたひろしま人権フェスタ2005参加作品より

　

確
か
秋
頃
、「
今
年
は
暖
冬
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
の
予
報
を

聞
い
た
気
が
す
る
ん
で
す
が
…
。

そ
ん
な
予
報
は
ど
こ
へ
い
っ
た

や
ら
。
連
日
の
寒
波
襲
来
に
よ

り
す
っ
か
り
町
は
雪
景
色
で
す
。

大
雪
の
日
に
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く

耳
に
す
る
言
葉
。「
北
広
島
町
八

幡
」「
北
広
島
町
大
朝
」。
八
幡

の
観
測
所
は
八
幡
小
学
校
前
に
、

大
朝
の
観
測
所
は
旧
高
冷
地
試

験
場
に
あ
る
そ
う
で
す
。
一
度

見
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。 編

集
後
記

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
特
定
の
医
療
機

関
の
紹
介
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

電
話
相
談
は
毎
週
水
曜
日
16
時
〜
19
時

と
毎
週
木
曜
日
17
時
30
分
〜
19
時
30
分
で

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）、
専
用
電
話

番
号
は
０
８
２
‐
２
５
６
‐
５
６
１
０
で

す
。
面
接
相
談
は
予
約
制
で
、
電
話
相
談

後
に
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
福
祉
保
健
部
保
健
医
療
総
室

健
康
増
進
・
歯
科
保
健
室

℡
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
７
８

● 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
ど

の
よ
う
な
病
気
で
す
か
？

　

鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
う
ち

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
受
け
た
鳥
類
が
死
亡

し
、
全
身
症
状
な
ど
の
特
に
強
い
病
原
性

を
示
す
も
の
を
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
と
呼
び
ま
す
。

　

鶏
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
な
ど
が
感
染
す

る
と
、
全
身
症
状
を
お
こ
し
、
神
経
症
状

（
首
曲
が
り
、
元
気
消
失
な
ど
）
呼
吸
器

症
状
、
消
火
器
症
状
（
下
痢
、
食
欲
減
退

な
ど
）
な
ど
が
現
れ
、
大
量
に
死
亡
す
る

こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

こ
れ
ま
で
に
ヒ
ト
に
感
染
し
た
例
は
あ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

産　

業　

課

り
ま
す
か
？

　

海
外
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
流
行
の
際
に
、
防
疫
に
従
事
し
た
人
や

養
鶏
従
事
者
な
ど
に
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
病
鳥
と
近
距
離
で
接
触
し
た
場

合
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
内
臓
や
排
せ
つ
物

に
接
触
す
る
な
ど
し
た
場
合
に
感
染
す
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食

べ
て
感
染
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

ニ
ワ
ト
リ
や
小
鳥
を
飼
っ
て
い
ま
す
が

感
染
予
防
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
？

　

現
在
、
野
生
の
鳥
類
が
感
染
源
と
し
て

疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
外
で
鶏
な
ど
を
飼

育
す
る
場
合
は
、
野
生
の
鳥
類
と
接
触
さ

せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ト
リ
に
限
ら
ず
、動
物
を
飼
う
場
合
は
、

動
物
に
触
っ
た
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を

徹
底
す
る
こ
と
、
ふ
ん
尿
は
速
や
か
に
処

理
し
て
動
物
の
ま
わ
り
を
清
潔
に
す
る
こ

と
な
ど
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※ 

飼
っ
て
い
る
鶏
な
ど
が
、
突
然
、
多
数

病
気
に
な
っ
た
り
、死
亡
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
次
の
と
こ
ろ
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

芸
北
家
畜
保
健
衛
生
所

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

内
線
５
０
１
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ひ
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ま
２
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号

№
 0
1
2
　
平
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１
月
2
0
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
e
l 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

八
幡
の
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
野
も
山

も
、
田
ん
ぼ
も
湿
原
も
、
み
ん
な
白
い
雪
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
刻
々
と
姿
を
変
え
、
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
た
季
節
か
ら
一
変
し

て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
真
っ
白
な
景
色
が

拡
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

雪
の
下
で
は
、
多
く
の
植
物
が
葉
を
落
と

し
て
休
眠
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
葉
を
落
と
さ
な
い
常
緑
の
植
物
も
あ
り

ま
す
。
イ
ヌ
ツ
ゲ
も
そ
ん
な
常
緑
の
植
物
で
、

八
幡
で
は
湿
原
の
ま
わ
り
な
ど
に
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
沿
岸
部
の
ア
カ
マ
ツ
林
に
も
見

ら
れ
、
し
ば
し
ば
５
〜
６
ｍ
の
高
さ
ま
で
生

長
し
ま
す
が
、
八
幡
で
は
せ
い
ぜ
い
１
・
５

ｍ
程
度
の
高
さ
で
す
。
花
は
梅
雨
の
こ
ろ
に

ひ
っ
そ
り
と
咲
き
、
す
ぐ
に
ポ
ロ
ポ
ロ
と
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

植
物
の
名
前
に
つ
く
「
イ
ヌ
」
と
い
う
言

葉
に
は
「
役
に
立
た
な
い
・
つ
ま
ら
な
い
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
名

も
、
ツ
ゲ
に
似
て
い
る
が
材
が
役
に
立
た
な

い
、と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
姿
が
似
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

き
わ
め
て
良
質
の
材
が
取
れ
る
ツ
ゲ
と
比
べ

ら
れ
た
の
で
は
イ
ヌ
ツ
ゲ
が
か
わ
い
そ
う
で

す
。
そ
も
そ
も
ツ
ゲ
は
ツ
ゲ
科
、
イ
ヌ
ツ
ゲ

は
モ
チ
ノ
キ
科
で
、
分
類
上
は
全
く
異
な
る

種
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
花
を
見
る
と
良

く
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
は
常
緑

の
葉
を
密
に
付
け
た
姿
が
美
し
い
た
め
、
庭

木
や
盆
栽
な
ど
に
好
ん
で
使
わ
れ
ま
す
。
必

ず
し
も
名
が
体
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
好
例
で
す
ね
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

雪の下に葉をひろげるいのち
イヌツゲ
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